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特集皿 大倉山祭 医療シンポジウム

ス トレスが体に及ぼす影響

2003年度神戸大学医学部大倉山祭医療シンポジウム実行委員長

西 田 美 和(医 学科4回 生)

始 め に

大倉 山祭医療 シンポジウムは大倉 山祭を代表する行

事 と して,広 く一般の方々に医学的な知識 に触 れて頂

き,よ り良い生活 を送る上での手助けになれば と考え

毎年開催 しているものです.2003年 は 「こころ とか ら

だ,お 元気ですか?～ ス トレス との上手な付 き合い方

～」 をテーマに取 り組みました.こ のテーマを決める

にあた り,私 たちは友人 ・知人に広 くアンケー トを取

りま した.す ると大学生の友人や,家 族,知 り合い な

ど,年 代 を問わず多 くの人が 日頃ス トレスを感 じてい

るとい う結果 を得 ま した.最 近テ レビなどで も,ス ト

レスや,こ ころとか らだの問題につ いて取 り上げ られ

る機会が増 えている中,こ ころ とからだの問題 につい

て正 しく知 ることは有益 である と思 い,こ のテーマ を

取 り上 げる事 にしま した.

学 生 発 表

平成13年 度の厚生労働 白書 による と,「 日頃ス トレ

ス を感 じますか?」 とい う質問に対 して,「 ス トレス

が大い にある」「ス トレスが多少ある」 と回答 した人

は合わせ て54.2%に 上っています.男 女 とも幅広い年

齢層 の人がス トレス を感 じてお り,そ の うちの多 く

が,「 生活への影響が大いにある」 と感 じています.

この ように見 てい くと,ス トレスは私たちの心や体

に悪影響 を及ぼすばか りの 「悪者」 と思われがちです

が,必 ず しもそうではあ りません.実 は 「ス トレスは

人生のスパ イスであ る」 という言葉 もあるように,適

度なス トレスは私た ちがよ りよい人生 を送るための刺

激 剤 となっています.し か し,各 人の許容量 を大 きく

越えるス トレスが負荷 されると体 にkな 不調 を生 じ

させ ることがあ り,こ うして引 き起 こされた病気 を『心

身症』 と呼んでいます.

つま り 『心身症』 とは,簡 単に言 うと 「精神的な悩

みがか らだに出ている」病気の総称で,現 代社会の代

表的なス トレス病 と考えられています.そ の例 として

挙 げられる疾患は私 たちの想像以上に多 く,胃 潰瘍 ・

リウマチ ・喘息 ・糖尿病 など多種多様 にわた り,決 し

て特別な ものではあ りません.ま た 『心身症』は基本

的には 「体の病気」 ですので,そ の方向か 昏の治療が

必要です.し か し身体的な治療 をしただけでは根本的

には解決せず,再 発 を繰 り返 した り,治 療に非常 に時

間がかかった りす ることがあ ります.そ こで,心 の問

題か らもアプローチ してい くことが必要にな ります.

今回はこの ような 『心身症』について,一 般の方 々に

も正 しく理解 して頂 きたい と思い,心 身症について精

通 していらっしゃる鐘紡記念病院 上羽康之院長,並

びに昭生病院 岡本好司先生 をお招 きし,『心 身症』

の起 こる仕組みやその治療の過程 についてご講演 して

頂 くことに しました.

シ ン ポ ジ ウ ム を 終 え て

ア ン ケ ー ト結 果 か ら

当 日行なったアンケー トに よると,今 回の シンポジ

ウムには10代 か ら70代 とい う幅広 い年代の方にご来場

して頂いていたことがわか りました.ま た職業 も医療

関係者 ・学生の他,会 社員 ・主婦 の方にも多数お越 し

頂 きました.今 回のシンポジウムに参加 して頂 いた理

由に関 しては,「 心身症 に興味があ った」の他 に 「ス

トレスの多 い職場なので」「かな りのス トレス を日k

感 じているので,少 しで も改善されたらと思 った」の

ようにス トレスや心身症 とい った話題を実生活の中で

身近 に感 じていらっしゃる方が多い という印象を受け

ました.

またシンポジウムに参加 してのご感想 を伺 うと,「心

身症が どの ようなものか分 かった」 とい う感想 の他

に,「 日常生活でのス トレス との付 き合いに役立てて

いこうと思 った」「自分 自身について考 える良い きっ

かけになった」 といった感想 も頂 き,多 くの方に有意

義 な時聞を過ご して頂けた ように思います。

医 学 生 の 立 場 か ら

私達は普段の授業 の中で,人 体 の仕組み,病 気のメ

カニズム ・治療法 といったことを学んでいます.し か

し,こ ころ とか らだの関係 について学ぶ機会 は意外 に

少な く,私 達 も興味を持つ ことは少 なかったように思

います.今 回,私 達シンポジウムのメンバーは,体 の

病気 を心の問題からアプローチ してい くということは

全ての医療分野で重要 だとい うことを学 びました,実
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際,数 名の方からは実体験 に基づ く切実 な感想 もお寄

せ頂 き,医 療現場においてこころの面か らのアプロー

チが如何 に強 く求められているのかを感 じました.

私達 はまだまだ知識 も少な く,こ れか ら学ぶべ きこ

とは多 くあ りますが,今 回のシンポジウムで学んだこ

と,感 じた ことを忘れず,今 後 とも精進 していこうと

思い ます.

最後 にな りま したが,大 変興味深 く,ま たわか りや

すいご講演 をして頂 きました上羽康之先生,岡 本好司

先生の両先生方に学生 を代表致 しまして厚 く御礼申 し

上 げます.ま た当シンポジウム開催にあた り,ご 協力

下 さい ました総ての方 々にこの場 を借 りて御礼 申 し上

げます、
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